
(57)【要約】

　本発明は、フォワードトラフィックチャネルの負荷に

従ってパイロットチャネルの電力を動的に割り当てるた

めに方法に関し、この方法は、ＣＤＭＡフォワードリン

クの容量を増加できる。本発明に従って、パイロットチ

ャネルに割り当てられる電力は、固定されず、トラフィ

ック負荷に基づいて動的に変化可能である。この方法は

、第１のセルと第２のセルの負荷同士間の差を考慮して

パイロットチャネルの電力を割り当てる。第１のセルの

負荷が第２のセルよりも低い場合、第１のセルが拡大さ

れ、第２のセルの負荷の一部が第１のセルへ転送される

。第１のセルの負荷が第２のセルの負荷よりも高い場合

、第１のセルが縮小され、第１のセルの負荷の一部が第

２のセルへ転送される。このように、ハンドオフにおけ

る性能と容量が向上される。換言すれば、本発明に従っ

て、パイロットチャネルの電力は、第１のセルと第２の

セルの負荷同士間の差を考慮して、動的に割り当てられ

る。本発明は、ＣＤＭＡシステムにおける無線ネットワ

ークの設計を最適化するためのテクノロジーの分野に適

用されることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル に お け る 負 荷 に 従 っ て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的
に 割 り 当 て る た め の 方 法 で あ っ て 、 当 該 方 法 は 、
　 各 セ ク タ の パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 現 在 の 電 力 と ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 を 、 基 地 局 ト
ラ ン シ ー バ サ ブ シ ス テ ム （ Ｂ Ｔ Ｓ ） に お け る 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ （ Ｂ Ｓ Ｃ ） へ 報 告 す る ス
テ ッ プ と ；
　 前 記 Ｂ Ｔ Ｓ の 各 セ ク タ に つ い て の 近 隣 セ ッ ト リ ス ト を 参 照 す る ス テ ッ プ と ；
　 前 記 近 隣 セ ッ ト リ ス ト を 参 照 す る こ と に よ っ て ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 の 報 告 に 基 づ い て 第 １
の セ ル の 負 荷 を 第 ２ の セ ル の 負 荷 と 比 較 す る ス テ ッ プ と ；
　 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り も 低 い 場 合 に 、 第 １ の セ ル を 拡 大 し て 第 ２ の
セ ル の 負 荷 の 一 部 を 第 １ の セ ル に 転 送 す る ス テ ッ プ と ；
　 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り も 高 い 場 合 に 、 第 １ の セ ル を 縮 小 し て 第 １ の
セ ル の 負 荷 の 一 部 を 第 ２ の セ ル に 転 送 す る ス テ ッ プ と ；
　 ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 新 た な 電 力 を 計 算 す る ス テ ッ プ と ；
　 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 新 た な 電 力 を 計 算 し た 後 に 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 計 算 さ れ た 電
力 を 前 記 Ｂ Ｔ Ｓ に 通 報 す る ス テ ッ プ と ；
　 前 記 計 算 さ れ た 電 力 を 受 信 し た 前 記 Ｂ Ｔ Ｓ で は 、 前 記 計 算 さ れ た 電 力 を パ イ ロ ッ ト チ ャ
ネ ル の 電 力 と し て 設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
第 ２ の セ ル の 負 荷 が 前 記 近 隣 セ ッ ト リ ス ト 中 に Ｍ 個 の 近 隣 セ ル を 有 す る 場 合 、 第 ２ の セ ル
の 負 荷 Ｌ ２ は 、 重 み 係 数 を 使 用 し て 以 下 の よ う に 計 算 さ れ 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ こ で 、 Ｔ ｉ は 、 ｉ 番 目 の 近 隣 セ ッ ト の ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 で あ り 、 Ｔ ｍ ａ ｘ は
、 ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 の 最 大 値 で あ り 、 Ｗ ｉ は 、 ｉ 番 目 の 近 隣 セ ッ ト の 重 み 係 数 で
あ り 、 こ こ で
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の セ ル の 負 荷 Ｌ １ は 、 以 下 の よ う に 表 さ れ 、
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【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ こ で 、 Ｔ ｉ は 、 第 １ の セ ク タ の ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル に 割 り 当 て ら れ る 結 果 と し て の 電 力 Ｐ ｐ ｉ ｌ ｏ ｔ は 、 第 １ の セ ル と 第
２ の セ ル の 負 荷 を 使 用 し て 以 下 の 式 に よ っ て 決 定 さ れ 、
　 Ｐ ｐ ｉ ｌ ｏ ｔ ＝ Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｄ +０ ． ５ （ Ｐ ｐ ＿ ｍ ａ ｘ － Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｎ ） （ Ｌ ２ － Ｌ １ ）
　 こ こ で 、 Ｐ ｐ ＿ ｍ ａ ｘ は 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 の 最 大 値 で あ り 、 Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｄ は
、 そ の 中 間 電 力 値 で あ り 、 Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｎ は 、 そ の 最 小 値 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 割 り 当 て る こ と に 関 し 、 よ り 具 体 的
に 、 第 １ の セ ル と 第 ２ の セ ル の 負 荷 同 士 間 の 差 を 考 慮 し て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 割
り 当 て る た め の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に お け る フ ォ ワ ー ド チ ャ ネ ル は 、 オ ー バ ー ヘ ッ ド チ ャ ネ ル
（ パ イ ロ ッ ト 、 ペ ー ジ ン グ 、 同 期 ） と ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル よ り な る 。 フ ォ ワ ー ド チ ャ ネ
ル の ト ー タ ル 電 力 の 内 、 オ ー バ ー ヘ ッ ド チ ャ ネ ル の 電 力 は 固 定 さ れ 、 ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ
ル の 電 力 は 、 ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 と 電 力 制 御 に よ っ て 可 変 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 オ ー バ ー ヘ ッ ド チ ャ ネ ル の パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル へ 割 り 当 て ら れ る 電 力 は 、 一 般 的 に フ ォ
ワ ー ド リ ン ク 最 大 電 力 の １ ５ ～ ２ ０ ％ で あ る 。 例 え ば 、 ２ ０ Ｗ が 、 フ ォ ワ ー ド リ ン ク の 電
力 の た め に 利 用 可 能 で あ る 場 合 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル へ 割 り 当 て ら れ る 電 力 は 略 ４ Ｗ （ こ
れ は 、 フ ォ ワ ー ド リ ン ク の ト ー タ ル 電 力 の 約 ２ ０ ％ で あ る ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う に 、 既 存 の Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に お い て 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル に 割 り 当 て ら れ
る 電 力 は 、 固 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル に 割 り 当 て ら れ る 電 力 が 多 す ぎ
る と 、 ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル に 対 す る 電 力 が 減 少 す る と 共 に フ ォ ワ ー ド リ ン ク に 対 す る 容
量 も ま た 減 少 す る 。 他 方 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル に 割 り 当 て ら れ る 電 力 が 十 分 で は な い 場 合
、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 大 き さ に 依 存 す る フ ォ ワ ー ド 適 用 範 囲 と ハ ン ド オ フ の た め の フ ィ
ー ル ド が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 モ バ イ ル 通 信 シ ス テ ム は 、 本 質 的 に マ ル チ セ ル 構 造 で あ る 。 従 っ て 、 一 つ の セ ル
の 負 荷 が 高 す ぎ 、 他 方 の 負 荷 が 低 す ぎ る 場 合 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル に 対 す る 固 定 電 力 は 、
他 方 の チ ャ ネ ル に 対 し て 割 り 当 て ら れ る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム の
効 率 が 向 上 さ れ 得 な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る た め の 方 法 を 提 供 す る
こ と で あ る 。 本 発 明 の 方 法 は 、 一 方 の セ ル と 他 方 の セ ル の 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ
ネ ル の 電 力 を 割 り 当 て る 。 本 発 明 に 従 っ て 、 第 １ の セ ル の 負 荷 が 、 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り
も 低 い 時 、 第 １ の セ ル は 、 拡 大 さ れ 、 第 ２ の セ ル の 負 荷 の 一 部 が 第 １ の セ ル に 転 送 さ れ る
。 第 １ の セ ル の 負 荷 が 、 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り も 高 い 時 、 第 １ の セ ル が 縮 小 さ れ 、 第 １ の
セ ル の 負 荷 の 一 部 が 第 ２ の セ ル へ 転 送 さ れ る 。 こ れ に 関 し て 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力
が フ ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル の 負 荷 に 基 づ い て 変 化 す る と 、 ハ ン ド オ フ に お け る 性
能 と 容 量 が 向 上 さ れ 得 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ 、 即 ち 、 基 地 局 ト ラ
ン シ ー バ サ ブ シ ス テ ム （ Ｂ Ｔ Ｓ ） に お け る 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ （ Ｂ Ｓ Ｃ ） へ 各 セ ク タ の パ
イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 現 在 の 電 力 と ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 を 報 告 す る ス テ ッ プ と ； Ｂ Ｔ
Ｓ の 各 セ ク タ に つ い て の 近 隣 セ ッ ト リ ス ト を 参 照 す る ス テ ッ プ と ； ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 の 報
告 に 基 づ い て 前 記 リ ス ト を 参 照 す る こ と に よ っ て 第 １ の セ ル の 負 荷 を 第 ２ の セ ル の 負 荷 と
比 較 す る ス テ ッ プ と ； 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り も 低 い 場 合 に 、 第 １ の セ
ル を 拡 大 し て 第 ２ の セ ル の 負 荷 の 一 部 を 第 １ の セ ル に 転 送 す る ス テ ッ プ と ； 第 １ の セ ル の
負 荷 が 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り も 高 い 場 合 に 、 第 １ の セ ル を 縮 小 し て 第 １ の セ ル の 負 荷 の 一
部 を 第 ２ の セ ル に 転 送 す る ス テ ッ プ と ； ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル
の 新 た な 電 力 を 計 算 す る ス テ ッ プ と ； パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 新 た な 電 力 を 計 算 し た 後 に 、
パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 計 算 さ れ た 電 力 を Ｂ Ｔ Ｓ に 通 報 す る ス テ ッ プ と ； 計 算 さ れ た 電 力 を
受 信 し た Ｂ Ｔ Ｓ で は 、 計 算 さ れ た 電 力 を パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 と し て 設 定 す る ス テ ッ
プ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 割 り 当 て る た め の 式 を 提 供 す る こ と
で あ る 。 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル へ 割 り 当 て ら れ る 結 果 と し て の 電 力 は 、 第 １ の セ ル の 負 荷 Ｌ

１ と 第 ２ の セ ル の 負 荷 Ｌ ２ を 使 用 し て 以 下 の よ う に 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル に 割 り 当 て ら れ る 電 力 （ Ｐ ｐ ｉ ｌ ｏ ｔ ） ＝ Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｄ +０ ． ５ （
Ｐ ｐ ＿ ｍ ａ ｘ － Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｎ ） （ Ｌ ２ － Ｌ １ ）
　 本 発 明 の 上 述 の 目 的 と 特 徴 は 、 添 付 の 図 面 と 共 に 提 供 さ れ る 好 適 な 実 施 の 形 態 の 以 下 の
記 述 か ら 一 層 明 白 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ て 、 “ パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る た め の 方 法 ” と 題 す る 本 発 明 の
好 適 な 実 施 の 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 記 述 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 従 う パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る プ ロ セ ス を 示 す 。
図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に 従 う パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る プ ロ
セ ス に お い て 、 各 基 地 局 ト ラ ン シ ー バ サ ブ シ ス テ ム （ Ｂ Ｔ Ｓ ） １ ０ ０ は 、 最 初 に 、 各 セ ク
タ に 対 し て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 現 在 の 電 力 と ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 を 基 地 局 コ ン ト
ロ ー ラ （ Ｂ Ｓ Ｃ ） ２ ０ ０ へ 報 告 す る （ ス テ ッ プ １ ） 。 現 在 の 電 力 に 対 す る 報 告 を 受 信 す る
Ｂ Ｓ Ｃ ２ ０ ０ は 、 報 告 さ れ た ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 新 た な 電
力 を 計 算 し て 、 Ｂ Ｔ Ｓ の 各 セ ク タ に 対 す る 近 隣 セ ッ ト リ ス ト を 参 照 し て そ れ を 各 Ｂ Ｔ Ｓ １
０ ０ に 通 信 す る （ ス テ ッ プ ２ ） 。 次 に 、 Ｂ Ｔ Ｓ １ ０ ０ は 、 Ｂ Ｓ Ｃ ２ ０ ０ か ら 送 ら れ る 新 た
な 電 力 に よ っ て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル を 送 信 し 、 あ る 期 間 経 過 後 に 初 期 ス テ ッ プ へ 戻 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ と 図 ３ は 、 本 発 明 に 従 っ て ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力
を 動 的 に 割 り 当 て る た め の 方 法 を 示 す 。 図 ２ は 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 負 荷 に 従 っ て パ イ
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ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 増 加 す る こ と に よ っ て セ ル を 拡 大 す る た め の 方 法 を 示 す 。 図 ３ は
、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 負 荷 に 従 っ て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 減 少 す る こ と に よ っ て
セ ル を 縮 小 す る た め の 方 法 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ と 図 ３ に お い て 、 本 発 明 の 方 法 は 、 第 １ の セ ル と 第 ２ の セ ル の 負 荷 同 士 間 の 差 を 考
慮 し て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 割 り 当 て る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に
、 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ ル の 負 荷 と 比 較 さ れ る 。 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ ル の
負 荷 よ り も 低 い 場 合 、 第 １ の セ ル が 拡 大 さ れ 、 第 ２ の セ ル の 負 荷 の 一 部 が 第 １ の セ ル に 転
送 さ れ る 。 第 １ の セ ル の 負 荷 を 第 ２ の セ ル の 負 荷 と 比 較 す る 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２
の セ ル の 負 荷 が 第 １ の セ ル の 負 荷 よ り も 低 い 場 合 、 第 １ の セ ル が 縮 小 さ れ 、 第 １ の セ ル の
負 荷 の 一 部 が 第 ２ の セ ル に 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 セ ク タ に 対 す る 割 当 て ら れ た 電 力 は 、 以 下 の 式 に よ っ て 表 さ れ る 。 最 初 に 、 第 ２ の セ
ル が 、 近 隣 セ ッ ト リ ス ト 中 に Ｍ 個 の 近 隣 セ ル を 有 し 、 ｉ 番 目 の 近 隣 セ ッ ト の ト ー タ ル ト ラ
フ ィ ッ ク 電 力 が Ｔ ｉ と さ れ る と 、 第 ２ の セ ル の 負 荷 が 以 下 の よ う に 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で Ｌ ２ は 第 ２ の セ ル の 負 荷 で あ り 、 Ｔ ｍ ａ ｘ は ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 の 最 大 値
で あ り 、 Ｗ ｉ は ｉ 番 目 の 近 隣 セ ッ ト の 重 み 係 数 で あ り 、 そ こ で
【 ０ ０ １ ７ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 第 １ の セ ル の ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 Ｔ １ は 、 以 下 の よ う に 表 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 上 記 で 計 算 さ れ た 第 １ の セ ル と 第 ２ の セ ル の 負 荷 を 使 用 す る 時 に 、 パ イ ロ ッ ト チ
ャ ネ ル へ 割 り 当 て ら れ る 結 果 と し て の 電 力 Ｐ ｐ ｉ ｌ ｏ ｔ は 、 以 下 の 式 に よ っ て 決 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｐ ｐ ｉ ｌ ｏ ｔ ＝ Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｄ +０ ． ５ （ Ｐ ｐ ＿ ｍ ａ ｘ － Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｎ ） （ Ｌ ２ － Ｌ １ ）
　 こ こ で 、 Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｄ は 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 中 間 電 力 値 で あ り 、 Ｐ ｐ ＿ ｍ ａ ｘ は 、
そ の 電 力 の 最 大 値 で あ り 、 Ｐ ｐ ＿ ｍ ｉ ｎ は 、 そ の 最 小 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に 従 っ て フ ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル の 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト
チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る た め の 方 法 を 示 す 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の
方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ 、 即 ち 、 Ｂ Ｔ Ｓ に お け る Ｂ Ｓ Ｃ へ 各 セ ク タ 毎 の パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ
ル の 現 在 の 電 力 と ト ー タ ル ト ラ フ ィ ッ ク 電 力 を 報 告 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ １ １ ） と ； Ｂ
Ｔ Ｓ の 各 セ ク タ 毎 に つ い て の 近 隣 セ ッ ト リ ス ト を 参 照 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ １ ２ ） と ；
前 記 リ ス ト を 参 照 す る こ と に よ っ て ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 の 報 告 に 基 づ い て 第 １ の セ ル の 負 荷
を 第 ２ の セ ル の 負 荷 と 比 較 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ １ ３ ， １ ４ 及 び １ ６ ） と ； 第 １ の セ ル
の 負 荷 が 第 ２ の セ ル の 負 荷 よ り も 低 い 場 合 に 、 第 １ の セ ル を 拡 大 し て 第 ２ の セ ル の 負 荷 の
一 部 を 第 １ の セ ル に 転 送 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ １ ５ ） と ； 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ
ル の 負 荷 よ り も 高 い 場 合 に 、 第 １ の セ ル を 縮 小 し て 第 １ の セ ル の 負 荷 の 一 部 を 第 ２ の セ ル
に 転 送 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ １ ７ ） と ； ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ
ル の 新 た な 電 力 を 計 算 す る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ １ ８ ） と ； パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 新 た な 電
力 を 計 算 し た 後 に 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 計 算 さ れ た 電 力 を Ｂ Ｔ Ｓ に 通 報 す る ス テ ッ プ （
ス テ ッ プ １ ９ ） と ； 新 た に 受 信 さ れ た 電 力 に よ っ て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル を 送 信 す る ス テ ッ
プ （ ス テ ッ プ ２ ０ ） と ； あ る 期 間 経 過 後 に 初 期 の ス テ ッ プ へ 戻 る ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ ２ １
） と ； を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル に お け る 負 荷 に 従 っ て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動
的 に 割 り 当 て る た め の 方 法 の 特 定 の 実 施 の 形 態 が 記 述 さ れ た が 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 範 囲
か ら 逸 脱 す る こ と な く 多 く の 変 更 例 を 有 す る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 記 の 実 施 の 形
態 に 制 限 さ れ る べ き で は な く 、 添 付 の 請 求 項 と そ れ に 等 価 な も の に よ っ て 定 義 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の よ う に 、 フ ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル に お け る 負 荷 に 従 っ て パ イ ロ ッ ト チ ャ
ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る た め の 方 法 が 用 い ら れ る 。 第 １ の セ ル の 負 荷 が 第 ２ の セ ル
の 負 荷 よ り も 低 い 場 合 、 第 １ の セ ル が 拡 大 さ れ 、 第 ２ の セ ル の 負 荷 の 一 部 が 第 １ の セ ル に
転 送 さ れ る 。 第 ２ の セ ル の 負 荷 が 第 １ の セ ル の 負 荷 よ り も 低 い 場 合 、 第 １ の セ ル が 縮 小 さ
れ 、 第 １ の セ ル の 負 荷 の 一 部 が 第 ２ の セ ル に 転 送 さ れ る 。 従 っ て 、 パ イ ロ ッ ト 電 力 は 、 フ
ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て 変 化 し 、 そ れ に よ っ て 、 ハ ン ド オ フ に お け る 性 能 と
容 量 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 更 に 、 パ イ ロ ッ ト 電 力 の 動 的 割 り 当 て は 、 ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て セ ル 適 用 範 囲 を
変 化 さ せ 、 ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 を 効 率 的 に 割 り 当 て る 。 こ の よ う に し て 、 フ ォ ワ ー ド リ ン ク
の 容 量 が 向 上 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 加 え て 、 パ イ ロ ッ ト 電 力 の 比 率 を 適 切 に 制 御 す る こ と に よ っ て 、 パ イ ロ ッ ト 電 力 が 過 剰
に 高 く 固 定 さ れ た 場 合 に 生 じ る 干 渉 が 減 少 さ れ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 う パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る プ ロ セ ス を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 う ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割
り 当 て る 方 法 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 従 う ト ラ フ ィ ッ ク 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割
り 当 て る 方 法 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 従 う フ ォ ワ ー ド ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル の 負 荷 に 基 づ い て パ イ ロ ッ ト チ ャ
ネ ル の 電 力 を 動 的 に 割 り 当 て る 方 法 を 示 す 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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